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                         学校
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 １ 自力解決の場の設定と集団解決の場の充実
[bookmark: _GoBack]　①学習課題（学習のめあて）を設定する。
   （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
  ②自力解決の場で想定できる児童生徒の考え




  ③集団解決の場で取り上げる児童生徒の考え方の順番





	
 ２ 板書の充実と学びの自覚化
  ①板書計画（授業実施前に板書した最終板書の写真貼付可）

	
	
	

	  ②自ら学んだことを振り返ることができる場の設定をする。
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 １ 自力解決の場の設定と集団解決の場の充実 

	
　①児童生徒が自力解決できる場の設定に努めている。
	
４－３－２－１

	
  ②知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力，判断力，表現力　　等の伸長に努めている。
	
４－３－２－１


	
  ③単元の評価規準にもとづいた目標を設定し，その達成に向けての展開に努　　めている。
	
４－３－２－１


	
  ④算数･数学における言語［具体物，図（絵），言葉，文字，数，式，表，グ　　ラフなど］を用いて，ノートなどに表現できるような指導に努めている。
	
４－３－２－１


	
  ⑤児童生徒の発言を中心とした学び合いの場の充実に努めている。
	
４－３－２－１

	
  ⑥具体的な児童生徒の姿から評価を行い，次の展開に生かそうと努めている。
	
４－３－２－１

	
 ２ 板書の充実と学びの自覚化

	
  ①算数･数学における言語［具体物，図（絵），言葉，文字，数，式，表，グ　　ラフなど］を用いて，授業展開が可視化できる最終板書に努めている。
	
４－３－２－１


	
  ②発達段階に合わせ，わかったことだけでなく，どのようにしてわかったかの内　　容も入った振り返りを書くことができるようなノート指導に努めている。
	
４－３－２－１
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○数量や図形に関する基礎的・基本的な知識及び技

能を確実に身に付けている。

○

数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に

表現することができる

。

○算数・数学を学ぶ意欲を高めたり，学ぶことの意

義や有用性を実感したりすることができる。

目指す子供の姿
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◆

分数や小数，割合の意味理解が十分でない。

◆規則性を見いだすなどの関数的な見方や考え方

が十分でない。

◆自分の考えを文字式や図など数学的に表現する

力や問題を筋道立てて解決

する力が十分でない。

本県の

課題

�@自力解決の場の設定と集団解決の場の充実

◇自力解決の場を設定し，思考力，判断力，表現力等の伸長を図る。

◇集団解決の場での言語活動の充実を図り，本時の目標を達成できるようにする。

�A板書の充実と学びの自覚化

◇算数・数学における言語［図（絵）など］を用いて，授業展開が「可視化

」できる最終

板書にする。

◇自ら学んだことを振り返る場の設定及び学びの過程の振り返りも入ったノート指導の充実を図る。


